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【内 容】

介護ロボット全国フォーラム



令和３年度介護ロボット開発・普及に向けての取組

介護ロボット開発等加速化事業

○ 現場ニーズに沿った介護ロボットの開発・普及促進を目的にプラットフォーム事業にて①相談窓口（地域拠点）、②リビングラボのネットワーク、③介護現場
における実証フィールドを整備。リビングラボが中心となり、開発企業に対して実証フィールドを提供し、介護ロボットの開発・普及を加速化するプラットフォームを
構築。令和３年はプラットフォーム事業の相談窓口・リビングラボの拡充により、介護現場及び開発企業からの相談・実証等への対応力を強化。

○ また効果測定事業(新規)において介護現場の効率的な人員配置等の政策的課題の解決を目的としたエビデンスデータを蓄積するため、介護ロボットの効
果的な組み合わせでの導入・環境整備による、介護現場の負担軽減・介護サービスの質の向上及び、効率的な人員配置を進める大規模実証を予定。

○ 実用化支援事業においては、プラットフォーム事業を補完する各種事業を実施。

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業

プラットフォーム事業の機能を補完し、介護ロボットの開発・普及の各段階にて
必要となる各種支援を実施

介護施設

リビングラボ 実証フィールド

開発企業
等

相談窓口

【介護ロボット開発・実証・普及のプラットフォーム】

令和３年予算 ７．４億円
(令和３年度予算 5.0億円＋令和２年度３次補正予算 2.4億円)

開発・実証・普及のプラットフォーム事業

相談窓口
(地域拠点)

介護ロボットに関する介護施設等からの相談、
開発企業等からの実証相談等へきめ細かに対応

リビングラボ
介護ロボットの開発実証のアドバイザリーボード兼

先行実証フィールドとして機能

実証
フィールド

全国の介護施設の協力による大規模実証フィールドにて
開発企業の個別実証依頼に対応

効果測定事業

実証フィールド施設等の協力を得て、
介護ロボット導入の大規模実証を実施、検証

介護施設・開発企業等からの介護ロボットに係る相談・依頼に対し、相談窓口・リビングラ
ボ・実証フィールドが各機能の特徴を生かし開発・普及に貢献

大規模
実証

地域フォーラムの開催
→相談窓口の無い都道府県での介護ロボットの普及を促進

①

介護ロボット開発企業連絡会・全国フォーラムの実施
→各種イベントにてプラットフォーム事業の取組を発信

②

介護ロボット開発・導入の助成金調査、
介護ロボット選定の選定に資する表示項目の策定・周知
→介護ロボットの開発企業・導入施設に役立つ情報の
調査・策定し、相談窓口に提供

③

新規
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【具体的な取り組み内容（令和３年度）】

開発・実証に協力いただける介護施設等
をリスト化し、開発や効果検証等を
一層推進

○モニター調査の実施や開発・実証フィールド
の整備（約1,４００か所）
○ホームページにて募集

実証の場の整備

介護施設と開発メーカーを繋ぎ
意見交換やアドバイス支援、
モニター調査等の実施を支援
○介護現場と開発企業の意見交換（6企業／１６件）
○試作機器へのアドバイス支援（７企業／２１件）
○介護ロボット等モニター調査（１６企業／１６件）

アドバイスやモニター調査
の実施

国民の誰もが介護ロボットに
ついて必要な知識が得られるよう
普及・啓発を推進
○介護ロボットメーカー連絡会議の開催
〇介護ロボット試用貸出リストの作成
○介護ロボット全国フォーラムの開催
〇介護ロボット地域フォーラムの開催（8ヵ所）【新規】
〇介護ロボット活用ミーティングの開催（５回）
〇介護ロボットの表示項目の活用・周知 他

普及・啓発

○介護ロボット導入支援事業の実態調査（１１月実施／取りまとめ中）
○介護ロボットの開発・導入に係る助成事業の調査（６月、１１月実施／公開中）
〇介護機器の安全利用に関する整理（１月～２月 ヒアリング調査実施）

その他

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業開発
支援

導入
支援

介護ロボット等の開発や
利用等に関する相談
窓口を開設

○電話やメールによる相談
〇来協やオンラインによる相談
○ホームページによる相談

相談窓口の設置
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介護施設と開発企業のマッチングを図る

【開発企業】

テクノエイド協会

【介護施設】

介護現場のニーズに適した実用性の高い介護ロボットの開発が促進されるよう、開
発の早い段階から現場のニーズの伝達や試作機器について介護現場でのモニター
調査等を行い、介護ロボットの実用化を促す環境を整備する。

マッチング支援〇自分たちが持っている
技術が介護現場で役立
てらえるかな？

〇実際の現場でモニター
調査をおこなってみたい
な。

〇機器開発に参加して、
貢献してみたいな。

〇これから導入を考えて
いるけど、新しい技術や
機器を体験してみたいな。



Ａ．介護現場と開発企業の
意見交換実施事業

Ｂ．試作機器への
アドバイス支援事業

Ｃ．介護ロボット等
モニター調査事業

着想
段階

開発
段階

上市
段階

・開発機器のコンセプトの構
築を図りたい

・構想あるいは試作機器に
ついて、現場のアドバイスを
もらいたい

・改良点や効果的な活用方
法を検討したい

・機器の対象者や適用範囲
等を明確にしたい

・介護現場における使い勝
手のチェックをしたい

・介護ロボット等の活用に係
る具体的な課題やニーズの
特定を行いたい

実施期間：
１～２日間

実施期間：
１週間～１ヶ月程度

実施期間：
１ヶ月～６ヶ月程度

職員 DEMO 職員 職員DEMO 高齢者
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開発段階に応じた３つの事業を実施



事業へ参加するメリット

【開発企業側】 【介護施設側】

・最新の福祉用具・介護ロボットに触れることが
できる。

・現場の声を企業に伝えることができる。

・福祉用具・介護ロボットへの職員の関心を高め
ることができる。

・国の事業に参加することで、職業意識（モチ
ベーション）や施設の魅力を高めることができる。

・実証協力費を得ることができる。

・企業が持っているシーズを活かすための方法を
確認することができる。

・現場の生の声を聞くことができる。

・開発中の試作機器を試し使いしてもらうことが
できる。

・成果報告の冊子に掲載されるので、幅広くPR
することができる。

・施設と繋がりを持つことができ、モニターや実
証の場が広がる。



専門職が評価している場面①



専門職が評価している場面②



福祉用具・介護ロボットの開発と普及の作成

本書は、開発コンセプト段階の機器から実用化手前の機器
において、専門職からのアドバイスやモニター手法および、
その結果を示しており、今後本分野に参入する企業等の一
助となるよう情報を収録している。



福祉用具・介護ロボットに係る 開発・実証フィールドの整備

介護ロボット等の開発・実証フィールドを募集し、介護ロボット等の開発及び、効果の
検証等をより一層推進することを目的とする。

目的

登録

最新情報・
協力依頼

リスト・情報共有

介護施設等 テクノエイド協会 厚生労働省等

区分 件数

１．介護施設等 1,241 件

２．都道府県・市町村 １５３ 件

合 計 １，３９４ 件

【リストの活用】
〇介護ロボットの最新情報を提供
〇登録情報を厚生労働省等と共有



介護ロボットメーカー連絡会議

テクノエイド協会 開発企業最新情報の提供

開発企業を集め、今後の開発・普及の参考となる情報を提供する

〇国における施策の動向

〇実用化支援事業の概要

〇プラットフォーム事業の紹介

〇開発・普及の最前線

【令和３年度の実施結果】

開催日時 ６月２１日（月） １３：００～１６：４０

開催方法 Ｗｅｂ（Ｚｏｏｍ ウェビナー）

参加申込数 370名

〇リビングラボ・相談窓口の実施内容



介護ロボットの試用貸出リスト（令和３年７月作成）

本リストは、厚生労働省が実施する介護ロボットの開発・実
証・普及のプラットフォーム事業の相談窓口において、開発
企業と試用貸出を希望する介護施設等の取次等で活用さ
れる。また、協会ホームページ等で広く周知する。

製品の概要
機器の貸出情報 等

製品の詳細
使用方法・禁忌事項
仕様・構造・コスト 等

〇 掲載企業：５０社



介護ロボット活用ミーティングの開催について

介護ロボット等の導入・利活用にあたっての工夫や課題を共有化し、介護現場におけ
る介護ロボット等の効果的な活用を促し、働きやすい職場環境の構築を目的とする。

目的

セッション１

〇最新情報と利活用を考える

テクノエイド協会

〇利用に伴う工夫や課題、アイデア等

発表希望施設 ２か所

〇効果的に利用するための方策

有識者

個人ワーク

〇現状と課題、発言内容の整理

セッション２

〇フリーに意見交換や情報交換を実施

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日

１３１名 １０５名 ６１名 ５８名 ６４名

【参加申込数】



介護ロボット地域フォーラム

「介護ロボットの開発・実証・普及プラットフォーム事業」の相談窓口が無い都道府県に
おいて、介護ロボット地域フォーラムを開催し、介護ロボットの体験展示や試用貸出の
受付等を行う機関を募集する。

目的

●実施内容：地域の実情やニーズに応じ、必須項目と任意項目から計画すること

（１）必須事項

① 介護ロボットの展示

② 試用貸出の受付

※最低１０機種以上

※全国の相談窓口に連絡

③ シンポジウムの開催

〇開催地の導入支援の紹介

〇プラット事業の紹介

〇最新動向の情報提供

（２）任意事項

福祉用具・介護ロボットの導入、
利活用に関する地域の実情や
ニーズに応じて企画立案して差
し支えない。

（例）
〇導入の好事例紹介

〇ワークショップ

〇生産性向上やコロナ対応



介護ロボット地域フォーラムの実施機関

開催日 地域 協力機関 開催場所（予定）

10月17日(日) 佐賀県 佐賀県在宅生活サポートセンター
さがサポセンター
いきいき館

10月25日(月)
2月４日（金）

茨城県 茨城県福祉介護事業協同組合

【常設展示】
あいリレー・ケアホームつくば
コミュニティルーム
【シンポジウム】
ホテル日航つくば 宴会場

11月15日(月) 長崎県 公益財団法人ながさき地域政策研究所
長崎県立総合体育館
メインアリーナ

12月22日(水) 栃木県
特定非営利活動法人
とちぎノーマライゼーション研究会

とちぎ福祉プラザ 多目
的ホール・モデルルーム

1月20日(木) 静岡県
公益財団法人介護労働安定センター
静岡支部

ポリテクセンター静岡
多目的ホール

1月26日(水) 石川県
一般社団法人日本福祉用具供給協会
石川県ブロック

金沢港クルーズターミナ
ル 1階 CIQエリア

1月26日（水） 山口県
社会福祉法人暁会
（共催：医療法人茜会）

海峡メッセ下関
国際会議場

２月２６日（土） 沖縄県 一般社団法人沖縄県作業療法士会 調整中



介護ロボット地域フォーラムの実施結果（佐賀県の模様）

〇展示体験の様子① 〇シンポジウムの様子

〇抱え上げない介護講座〇展示体験の様子②



介護ロボットの開発・導入に係る助成調査の実施結果

介護ロボットに係る助成について、開発企業が役立つ情報（シーズ側）と、介
護施設が役立つ情報（ニーズ側）の双方の側面から全国調査を行い、その結
果を都道府県ごとにまとめた。

●開発助成制度の調査結果：８７件 ●導入助成制度の調査結果：６１件



開発・導入助成調査の実施結果 個票（北海道の例）

【開発助成制度 調査結果】

【導入助成制度 調査結果】

企業が開発に役立つ助成制度を閲覧できる

施設が導入する際に役立つ助成制度を閲覧できる



介護ロボット導入支援事業の実態調査の実施



公益財団法人テクノエイド協会

介護ロボットの相談も承っています。

ご清聴ありがとうございました。

電話：０３-３２６６-６８８３ メール：robocare@techno-aids.or.jp

テクノエイド協会

公益財団法人テクノエイド協会 企画部

【お問い合わせ先】


